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酸化イリジウム (IrO2) は、電気化学的な酸化反応により着色するエレクトロクロミック (EC)

材料として知られており、EC 素子における対極としての利用が検討されている 1), 2)。 しかし、消

色時の透過率や着色効率が低いこと、Ir が希少で高価である等の課題がある。そこで、本研究で

は、Ir 量を減らすため、Mg をドープした IrO2薄膜を作製し、その EC 特性について解析した。ま

た、同じ酸化発色型 EC 材料である Mg ドープ NiO 薄膜 3)との比較を行った。 

MgO ターゲット上に Ir ペレットを置き、反応性ガスに O2を用いた rf マグネトロンスパッタ法

により、多結晶の Mg ドープ IrO2薄膜を 60℃の ITO 付きガラス基板上に成膜した。[Ir / (Ir + Mg)] 

を 10 at%から 100 at%まで変化させ、その EC 特性について調べた。比較のため、Mg ドープ NiO

薄膜は、NiO-MgO ターゲットを用い、[Ni / (Ni + Mg)] を 80 at%から 100 at%まで変化させた。 

Fig. 1 と Fig. 2 に、Mg ドープ IrO2薄膜と、Mg ドープ NiO 薄膜のサイクリックボルタモグラ

ムをそれぞれ示す。Mg ドープ IrO2薄膜は、[Ir / (Ir + Mg)]=20 at%前後で着色効率や容量が向上し

たが、[Ir / (Ir + Mg)]>25 at%ではこれらの特性が低下した。一方、Mg ドープ NiO 薄膜は、[Ni / (Ni 

+ Mg)]=95 at%で着色効率などの特性が向上した。その他の結果の詳細については当日報告する。 
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